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ス
問
題
ま
で
到
達
し
た
参
加

者
も
お
り
、
会
場
に
は
驚
き

の
声
が
あ
が
っ
た
。

　
学
生
た
ち
は
、
10
月
に
開

催
し
た
プ
レ
大
会
で
出
た
課

題
や
反
省
を
踏
ま
え
、
子
ど

も
た
ち
が
自
力
で
問
題
を
解

け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
難
し
か
っ
た
が
、
丁
寧
に

教
え
て
も
ら
え
た
の
で
楽
し

か
っ
た
」、
保
護
者
か
ら
は

「
身
近
な
大
学
で
、
こ
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
う

れ
し
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

生
た
ち
も
参
加
。
樋

口
久
雅
さ
ん
（
人
間

４
・
青
森
県
東
奥
義

塾
高
）
が
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
ゼ
ミ
活
動

に
つ
い
て
話
し
た
。

翌
日
に
予
定
さ
れ
て

い
る
市
街
地
散
策
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
向
け

て
、
お
す
す
め
の
店

を
紹
介
す
る
な
ど
し

て
交
流
を
深
め
た
。

　
樋
口
さ
ん
は
、「
鹿

肉
を
洗
う
作
業
は
、

石
巻
に
住
ん
で
い
て

も
な
か
な
か
で
き
な

い
体
験
な
の
で
新
鮮

だ
っ
た
。
新
渡
戸
文
化
高
校

の
生
徒
と
は
、
互
い
の
住
む

町
の
話
で
盛
り
上
が
る
な

ど
、
短
時
間
な
が
ら
も
深
い

交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き

た
」と
話
し
た
。
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最新の
情報は
大学HPで。
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11
月
10
日
か
ら
４
日
間
に

わ
た
り
、
石
巻
市
で
行
わ
れ

た
新
渡
戸
文
化
高
校
（
東
京

都
中
野
区
）
の
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
に
、
本
学
の
学
生
や

教
員
が
協
力
し
た
。

　
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
は
、

地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組

む
大
人
と
現
地
で
交
流
す
る

同
高
独
自
の
体
験
型
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
今
回
は
フ
ー
ド
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
に
所
属
す
る

１
、
２
年
生
27
人
が
石
巻
市

を
訪
れ
、
海
と
山
を
テ
ー
マ

に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験

し
た
。

　
11
日
は
、「
自
分
た
ち
で

捕
獲
し
た
魚
を
自
分
た
ち
で

調
理
を
し
て
食
べ
る
」
と
題

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。

理
工
学
部
の
鈴
木
英
勝
教
授

の
ほ
か
、
生
物
科
学
科
２
年

次
の
松
本
太
一
さ
ん
（
埼
玉

県
宮
代
高
）、
奥
山
倖
成
さ

ん
（
山
形
県
天
童
高
）、
佐

藤
歩
夢
さ
ん
（
福
島
県
福
島

商
業
高
）、
伊
藤
龍
斗
さ
ん

（
福
島
県
会
津
高
）
が
調
理

を
手
伝
っ
た
。
４
人
は
、
普

段
か
ら
未
利
用
魚
の
お
い
し

さ
や
命
の
大
切
さ
を
伝
え
る

活
動
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
魚
を

さ
ば
い
て
い
た
。
食
後
に

は
、
鈴
木
教
授
が
研
究
し
て

い
る
未
利
用
魚
の
利
活
用
に

つ
い
て
説
明
。
年
間
１
０
０

万
㌧
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
生
徒
た
ち
か
ら

は
、「
ど
う
に
か
し
て
課
題

を
解
決
し
た
い
」
と
の
意
見

が
あ
が
っ
た
。

　
奥
山
さ
ん
は
、「
県
外
の
高

校
生
と
活
動
を
共
に
す
る
の

は
初
め
て
で
、
良
い
経
験
に

な
っ
た
。
共
同
作
業
を
通
じ

て
、
命
の
大
切
さ
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
手
応
え

を
語
っ
た
。

　
12
日
は
、
牡
鹿
半
島
で
狩

猟
し
た
シ
カ
や
カ
モ
の
ジ
ビ

エ
を
卸
販
売
し
て
い
る
企
業

の
協
力
で
、
山
歩
き
や
鹿
肉

の
解
体
作
業
な
ど
が
行
わ
れ

た
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
は
、

観
光
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
学
ぶ
庄
子
真
岐
ゼ
ミ
の
学

　
人
間
学
部
人
間
文
化
学
科

１
年
次
の
必
修
科
目
「
フ
レ

ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
を

受
講
す
る
学
生
26
人
が
11
月

１
日
、
震
災
遺
構
の
旧
大
川

小
学
校
を
訪
れ
た
。

　
大
川
地
区
で
語
り
部
活
動

を
行
う
「
大
川
伝
承
の
会
」

共
同
代
表
の
鈴
木
典
行
さ
ん

か
ら
、
震
災
時
の
様
子
や
語

り
部
を
始
め
た
経
緯
な
ど
に

つ
い
て
話
を
聞
い
た
。
被
害

の
大
き
さ
や
訓
練
の
重
要
性

を
説
く
鈴
木
さ
ん
の
言
葉

に
、
学
生
た
ち
は
熱
心
に
聴

き
入
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、

小
学
校
か
ら
の
避
難
経
路
を

実
際
に
歩
き
、
学
校
の
裏
山

に
も
登
っ
て
当
時
の
状
況
に

思
い
を
寄
せ
た
。

　
参
加
し
た
谷
口
璃
珠
さ
ん

（
第
一
学
院
高
）
は
、「
震

災
を
体
験
し
た
方
か
ら
直
接

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
貴

重
な
経
験
に
な
っ
た
。
復
興

に
向
け
て
多
く
の
方
が
震
災

と
向
き
合
っ
て
き
た
こ
と
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
学
び
が
あ

っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　
佐
々
木
碧
唯
さ
ん
（
岩
手

県
一
関
第
二
高
）
は
、「
震

災
の
脅
威
と
備
え
の
大
切
さ

を
改
め
て
実
感
し
た
。
語
り

継
ぐ
こ
と
の
重
要
性
を
学
ん

だ
の
で
、
私
に
も
で
き
る
こ

と
を
見
つ
け
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。

　
石
巻
専
修
大
学
保
育
士
・

教
員
養
成
セ
ン
タ
ー
は
11
月

９
日
、
子
ど
も
た
ち
に
算
数

の
楽
し
さ
を
体
感
し
て
も
ら

う
「
算
数
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
」
を
本
学
学
生
ホ
ー
ル
で

開
い
た
。

　
算
数
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
数

学
検
定
協
会
の
学
習
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
。
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
地
域
の
学
力
向
上
・

学
習
支
援
に
取
り
組
む
本
学

が
石
巻
市
教
育
委
員
会
と
共

催
で
、
県
内
で
初

め
て
実
施
し
た
。

教
員
を
志
す
生
物

科
学
科
や
人
間
教

育
学
科
の
学
生
も

企
画
・
運
営
に
携

わ
っ
た
。

　
当
日
は
、
石
巻

圏
域
の
小
学
４
〜

６
年
生
約
25
人
が

参
加
。
パ
ズ
ル
、

迷
路
、
一
筆
書
き

な
ど
、
学
校
の
算

数
の
授
業
と
は
異

な
る
難
問
に
挑
戦

し
た
。
通
常
問
題

４
問
に
加
え
、
最

終
問
題
、
ボ
ー
ナ

12
人
が
合
格

　
11
月
14
日
に
本
学
で
行
わ

れ
た
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
利
用
技

術
者
試
験
２
級
に
、
理
工
学

部
機
械
工
学
科
と
情
報
電
子

工
学
科
の
２
〜
３
年
次
生
12

人
が
合
格
し
た
。

　
一
般
社
団
法
人
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
教
育
振
興
協
会
が
主
催

す
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
利
用
技
術
者
試

験
は
、
認
知
度
の
高
い
Ｃ
Ａ

Ｄ
資
格
試
験
の
一
つ
。
合
格

者
は
、
機
械
系
・
製
造
系
の

設
計
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
業

務
、
関
連
製
品
の
管
理
・
営

魚
の
さ
ば
き
方
を
実
演
す
る
奥
山
さ
ん
（
右
）

ジビエのバーベキューを楽しむ高校生と庄子ゼミ生

　
人
間
学
部
人
間
教
育
学
科
の
小
玉

幸
助
研
究
室
が
、
11
月
10
日
に
マ
ル

ホ
ン
ま
き
あ
ー
と
テ
ラ
ス
で
開
か
れ

た
「
第
11
回
石
巻
市
民
食
育
健
康
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加
し
、
活
動

報
告
を
行
っ
た
。

　
小
玉
研
究
室
は
、「
食
育
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
題
し
て
、
石
巻
圏
域
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な

食
育
活
動
を
実
践
し
て
い
る
。
前
期

は
、
石
巻
産
食
材
を
使
っ
た
調
理
実

習
と
レ
シ
ピ
づ
く
り
に
挑
戦
。
栄
養

や
コ
ス
ト
を
意
識
し
な
が
ら
、
子
ど

も
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
料
理
を

完
成
さ
せ
た
。
後
期
は
学
外
に
も
積

極
的
に
飛
び
出
し
、
９
月
に
は
イ
シ

ノ
マ
キ
フ
ァ
ー
ム
で
農
作
業
を
体

験
。
五
感
を
通
じ
て
、
農
業
や
作
物

に
つ
い
て
学
ん
だ
。
10
月
に
は
石
巻

市
立
北
上
こ
ど
も
園
で
、
園
児
と
一

緒
に
地
産
地
消
の
お
好
み
焼
き
づ
く

り
を
楽
し
ん
だ
。

　
石
巻
市
民
食
育
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
や

考
案
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
な
ど

を
パ
ネ
ル
で
紹
介
。
足
を
止
め
た
来

場
者
に
、
案
内
役
の
学
生
た
ち
が
丁

寧
に
説
明
し
た
。

　
食
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
加
賀

悠
一
郎
さ
ん
（
人
間
４
・
ク
ラ
ー
ク

記
念
国
際
高
）
は
、「
来
場
者
へ
の

説
明
を
通
じ
て
、
地
産
地
消
や
食
育

へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
将
来
的
に
は
、
石
巻
産
食
材

を
全
国
に
発
信
で
き
る
機
会
も
つ
く

り
た
い
」
と
話
し
た
。

子
ど
も
向
け
に
食
育
活
動
を
実
践
―
―
―
人
間
教
育
学
科
・
小
玉
研
究
室

市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
レ
シ
ピ
発
表

市
民
食
育
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
を
展
示
し
た
学
生

人間文化学科「フレッシュマンセミナー」

震災遺構・旧大川小を見学

裏
山
か
ら
旧
大
川
小
学
校
を
見
学

業
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　
２
級
は
60
問
の
筆
記
試

験
。
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
関
す

る
「
概
念
」「
機
能
と
実
用
的

モ
デ
リ
ン
グ
手
法
」「
管
理
と

周
辺
知
識
」「
活
用
」
の
４
分

野
で
構
成
さ
れ
、
各
分
野
５

割
以
上
、
総
合
７
割
以
上
の

正
解
で
合
格
と
な
る
。

　
本
学
で
は
今
夏
、
２
級
合

格
を
目
指
す
試
験
対
策
講
座

を
実
施
。
理
工
学
部
の
髙
橋

智
准
教
授
が
講
師
を
務
め
、

機
械
工
学
科
と
情
報
電
子
工

学
科
の
学
生
計
24
人
が
受
講

し
た
。
今
回
の
合
格
者
は
全

員
本
講
座
の
受
講
生
だ
っ
た
。

　
満
点
で
合
格
し
た
機
械
工

学
科
３
年
次
の
高
泉
匠
さ
ん

（
宮
城
県
登
米
高
）
は
「
対

策
講
座
か
ら
計
画
的
に
学
習

し
た
成
果
。
学
ん
だ
知
識
を

自
分
の
強
み
と
し
て
、
今
後

に
生
か
し
た
い
」と
話
し
た
。

　
昨
今
の
物
価
上
昇
に
伴
い
生
活
に
困

っ
て
い
る
学
生
を
支
援
し
よ
う
と
、

「
緊
急
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
　
価
格
高

騰
に
負
け
る
な
！
　
食
糧
支
援
」
を
11

月
13
日
に
実
施
し
た
。

　
今
回
は
、
生
活
協
同
組
合
連
合
会
コ

ー
プ
東
北
サ
ン
ネ
ッ
ト
事
業
連
合
コ
ー

プ
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か
ら
提
供
を
受
け
た

袋
麺
を
、
１
人
に
つ
き
１
箱
（
３
食
パ

ッ
ク
９
袋
入
り
）
ず
つ
配
布
。
開
始
前

か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
大
盛

況
で
、
用
意
し
た
約
３
０
０
人
分
は
す

ぐ
に
な
く
な
っ
た
。

３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
利
用
技
術
者
試
験
２
級

小
学
生
対
象「
算
数
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
」
県
内
で
初
開
催

教
員
志
望
の
学
生
が
サ
ポ
ー
ト

大学生のサポートを受けながら難問に挑戦する小学生

体験学習を支援

新渡戸文化高校
スタディーツアー 協力

2025年度入学試験
１月３日金
出願受付開始
◆ 一般選抜〔Ａ日程〕
◆ 大学入学共通テスト
　　　　　　 利用選抜〔Ａ日程〕
◆ 特待生選抜〔一般選抜３科目型〕

★出願締め切り
　１月17日（金）消印有効

入試情報はこちらから▶

詳細はホームページ等で必ずご
確認ください。

日時：2025年１月10日（金）    18時30分～ 20時（予定）
会場：マルホンまきあーとテラス 小ホール
　　　 ※定員300人。参加無料（申込不要）

問 ishinomaki.sympo@gmail.com

石巻専修大学共創研究センターシンポジウム

いしのまきの将来像を考える Vol.２
～縮小する地方都市における課題と希望とは～

詳細はコチラ ▶

緊急フードパントリー実施

300300
人
に
食
糧
配
布

人
に
食
糧
配
布


